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Abstract

　E－mail　is　an　indispensable　tool　fbr　commmication　in　our　current　day－to－day　work．

At　Tokuyama　College　of　Technology，　we　have　taken　measures　against　virus－infected

e－mails。　However，　no　effective　measures　had　been　taken　to　block　mwanted　e－mails．

With　a　massive　increase　in　spam　volume，　we　had　been　bothered　by　the　unwanted

e－mails。　Identifying　spam　messages　and　deleting　them　by　ourselves　are
time－consuming．　Occasionally　we　misclassify　an　important　e－mail　as　spam　and　delete　it

by　accident．　The　problem　became　so　serious　that　we　decided　to　introduce　a　paid－fbr

spam　filter　system　produced　by　Symantec　Corporation．　This　paper　aims　to　describe　how

we　configured　the　settings　for　the　filter　system，　how　we　have　been　operating　it，　and　how

much　it　has　improved　the　simation．
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1．まえがき

　現在，電子メールは，日常業務の欠かせない連絡ツ

ールである．これまで，本校では，セキュリティ強化

のために，メールサーバや，クライアントPCに対する

ウイルス対策に関しては行ってきたが，迷惑メール（以

下spamメール）については，必要なメールをspamメ

ールと誤翻1」する可能性があるため，無償ツールでは，

有効な対策を講じることが困難であり，ユーザ各自で

処理を行う形態であった．

　しかしながら，近年，spamメールの増加に伴い，　spam

メールを削除する作業に時間をとられ，さらに，必要

なメールが埋もれてしまい見落とすなど，日常業務に

支障を及ぼすようになった．これらのspamメールに関

する苦情や，対策方法など，情報処理センターへの問

い合わせも増加し，コストをかけてでも全学の問題と

して迷惑メール対策を行う必要となった．

　そこで，本校では，有償ソフトウェアのシマンテッ
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